































































































































はら あたりまえ ど こ
攘ふのは当然だ。モウ防長の士民は悉く死尽しても許しはせぬ。何処まで































































－５４－ 日本経大論集 第４２巻 第２号
当時（文久３年）、長藩、自ら攘夷戦争中（文久３年５月１０日の攘夷決
行）と称し、戦時を以て居る故を以て、士気甚だ振ひ、女子の如き、亦




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ア メ リ カ
れりと申す説を以て察せられ、又産出の莫大なることは亜米利加にて










































































































































































































































































































































































































































































































ま じ や はなはだひく
間敷き哉。且、価も甚卑きことを得ず候。凡産物各国互に有無あるは世
界の常、交易の由て起る所以にて、此国に有る所の者を取り、彼の無き所



















































































































































































































































































































































































－１３８－ 日本経大論集 第４２巻 第２号
なっている。文久 4年・元治元年、勝と謹慎中の小楠の交流が頻繁になる。「肥後横




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































４２ 中原猶介（1832天保 3～1868明治 1）は、江戸に遊学し、漢学を安井息軒、蘭学を杉
田成卿に学ぶ（石河確太郎・本間郡兵衛も杉田成卿門下）。中原は、洋式軍事技術・



































る。しかし、慶応 3年（1867）では輸出額は 12,123,675ドルに対して輸入額 21,673,319
ドル（輸入額は輸出額の約 1.8倍と 2倍近い）と約 9,550,000ドルの大幅な輸入超過
（貿易赤字）逆転している。注目すべきは、慶応 3年の輸出入総額が、安政 6年の輸
出入総額の約 22.6倍にも拡大していることである（外国貿易開始後約 10年間で貿易

































































































































である。長崎丸は、本稿でみたように、文久 3年 12月 24日、馬関海峡で砲撃され沈
没し（購入早々沈没したことになる）、長崎丸一番は、翌年、元治元年（1864）12月
2日に八丈島沖で沈没し、長崎丸二番は、江戸開城後に脱走した榎本艦隊に合流し、




































５５ 文久 3年の 5月 10日から 8月 18日に至るわずか 4ヶ月ばかりの間に薩長関係は目ま
ぐるしく転変していく。5月 10日に単独攘夷を決行すべく長州藩は、下関海峡で外










































関係にあった薩摩藩がよく知っている。しかも決行日 8月 27日（或いは 28日）は
刻々と迫っている。事は緊急を要した。薩摩藩にとってみれば、8月 18日がタイム
－１６２－ 日本経大論集 第４２巻 第２号
リミットであった。もっとも、朝廷に対する影響力を巡ってすでに薩長の対立は潜在
あねがこう じ きんとも






















































































６０ 前掲『薩藩海軍史』中巻、760～761頁。長崎丸砲撃事件発生 1週間前の 12月 18日
































































































－１６６－ 日本経大論集 第４２巻 第２号




































文化 9～1880明治 13）・廉作（1828文政 11～1863文久 3）兄弟は、特に鹿児島商人
波江野休右衛門などと頻繁に交流した。しかし、薩長交易の試みは本格化する前に、




































































































































－１７０－ 日本経大論集 第４２巻 第２号
丸焼討事件が混合された風聞（このタイプの風聞はよくあった）である。「下の関に





























































































































































































































８０ 前掲『鹿児島県史料 忠義公史料』第 3巻、199頁。史料名は「綿商法に就き注意」
となっている。
８１ 長谷川洋史前掲「大和薩州産物会所取建の時期と場所について」、参照。












































































































































































































































































































































































































































































































































－１８８－ 日本経大論集 第４２巻 第２号
１８５９年（安政６）～１８６７年（慶応３年）各港貿易価額（単位ドル）
年度 横 浜 長 崎 箱 館 全 国
輸 出 ４００，０００ ４０４，５５５ ８６，８６１ ８９１，４１６
１８５９ 輸 入 １５０，０００ ４４０，３２８ １２，８３３ ６０３，１６１
合 計 ５５０，０００ ８４４，８８３ ９９，６９４ １，４９４，５７７
輸 出 ３，９５４，２９９ ６００，０００ １５９，４８９ ４，７１３，７８８
１８６０ 輸 入 ９４５，７１４ ７００，０００ １３，１５７ １，６５８，８７１
合 計 ４，９００，０１３ １，３００，０００ １７２，６４６ ６，３７２，６５９
輸 出 ２，６８２，９５２ １，０００，３１７ １０３，３８３ ３，７８６，６５２
１８６１ 輸 入 １，４９４，３１５ ８３０，２６１ ４０，０４０ ２，３６４，６１６
合 計 ４，１７７，２６７ １，８３０，５７８ １４３，４２３ ６，１５１，２６８
輸 出 ６，３０５，１２８ １，４４０，０００ １７３，０６８ ７，９１８，１９６
１８６２ 輸 入 ３，０７４，２３１ １，１２９，０００ １１，５３７ ４，２１４，７６８
合 計 ９，３７９，３５９ ２，５６９，０００ １８４，６０５ １２，１３２，９６４
輸 出 １０，５５４，０２２ １，３８８，０７１ ２６６，１３５ １２，２０８，２２８
１８６３ 輸 入 ３，７０１，０８４ ２，４６７，８８５ ３０，１３２ ６，１９９，１０１
合 計 １４，２５５，１０６ ３，８５５，９５６ ２９６，２６７ １８，４０７，３２９
輸 出 ８，９９７，４８４ １，１５９，８９２ ４１４，８４７ １０，５７２，２２３
１８６４ 輸 入 ５，５５３，５９４ ２，４１０，３９７ １３８，２９７ ８，１０２，２８８
合 計 １４，５５１，０７８ ３，５７０，２８９ ５５３，１４４ １８，６７４，５１１
輸 出 １７，４６７，７２８ ５６０，７８８ ４６１，８１５ １８，４９０，３３１
１８６５ 輸 入 １３，１５３，０２４ １，８５７，２７１ １３３，９７６ １５，１４４，２７１
合 計 ３０，６２０，７５２ ２，４１８，０５９ ５９５，７９１ ３３，６３４，６０２
輸 出 １４，１００，０００ １，９９５，２２９ ５２１，３３５ １６，６１６，５６４
１８６６ 輸 入 １１，７３５，０００ ４，００５，０３６ ３０，９１３ １５，７７０，９４９
合 計 ２５，８３５，０００ ６，０００，２６５ ５５２，２４８ ３２，３８７，５１３
輸 出 ９，７０８，９０７ １，７７５，９０７ ６３８，８６１ １２，１２３，６７５
１８６７ 輸 入 １４，９０８，７８５ ６，５４５，９７６ ２１８，５５８ ２１，６７３，３１９





























































































































































































































－１９４－ 日本経大論集 第４２巻 第２号
早と批判し、和州南北双方（北方大和郡山を中心）による大和薩州産物会所運営の方策を
再確認する文書提出。堺商人大和屋（辻本）徳兵衛（後に堺戎嶋薩州蔵屋敷＝薩州商社本
ためちか
館の屋敷名代となる）が秘匿・保護していた復古大和派画家冷泉為恭（４２歳）、幕府内通
ながおき
者と疑われ、長州藩士大楽源太郎ら尊攘激派に暗殺。横浜鎖港談判使節池田長発らパリで
パリ約定調印、開国容認し横浜鎖港交渉断念。勝安芳（軍艦奉行）の建言により、神戸に
海軍操練所開設。
６月 前藩主島津斉彬から安政４年（１８５７）に内命を受けた石河確太郎を中心に、薩摩
藩初の洋学校開成所開設（石河の盟友、英学者本間郡兵衛は開成所英学訓導師として薩摩
藩に招聘）［高見弥一（大石団蔵）は、開成所に入学、英国への留学生候補の筆頭として、
開成所蘭学教授石河の推薦を受け、翌年、五代才助・松木弘安に率いられ英国留学（密
航）をおこなう］。新撰組、京都三条の旅館池田屋に集まる尊攘派を襲撃、勢力挽回を謀
る宮部鼎蔵（４５歳）・吉田稔麿（２４歳）ら尊攘派幹部７名殺害（池田屋事件）。本間郡兵衛
の同族で本家筋の本間耕曹、庄内藩１００石士分に取り立てられる。
７月 佐久間象山（５４歳）、京都で熊本藩尊攘激派河上彦斎らに暗殺。一藩あげて勢力
挽回をめざす長州藩、京都御所（皇居）付近で、薩摩藩・会津藩・幕府と交戦し敗走（禁
門の変）。幕府、長州藩追討の勅命を受け西国２１藩に出兵を命ずる（第一次長州征討）。松
木弘安、肥後七左衛門から帰藩の藩命を受け江戸白金の曽宅に住み（１０月～１２月頃薩摩藩
高輪藩邸官舎に移転）、家老岩下方平と会談、福沢諭吉・箕作秋坪と再会。
８月 英・米・仏・蘭連合艦隊、下関を報復砲撃、砲台を破壊（四国連合艦隊下関砲撃
事件）。長州藩、四国連合艦隊に対し賠償金を払い下関海峡安全通過を保証する講和条約
締結。
１０月 石河確太郎、英国への留学生派遣実施を建白する「石河確太郎上申書」（開成所
諸生高見弥一を留学生候補推薦筆頭にあげる）を、藩に提出。福沢諭吉、幕臣（幕府外国
方翻訳局）に召抱えられる。
１１月 長州藩、幕府への恭順の意を表し、禁門の変の責任者福原越後ら三家老を自刃さ
せる（長州藩政、尊攘派いわゆる正義党から佐幕派いわゆる俗論党へ）。筑波山に挙兵し
た水戸藩尊攘派天狗党、武田耕雲斎を総裁に京都の徳川慶喜と朝廷への歎願のため西上。
勝安芳、禁門の変の責で軍艦奉行を罷免、謹慎を命ぜられる（海軍操練所は慶応元年
〈１８６５〉３月に廃止）。
１２月 松木弘安、藩命で長崎へ出立。長州藩尊攘派高杉晋作ら、長府功山寺に挙兵（抑
圧されていた正義党の巻き返し、維新回天始まる）。天狗党、越前藩に降伏。長崎丸一番、
八丈島沖で破船。
※長谷川洋史「石河確太郎年譜１－薩州商社研究の観点から－」（東亜大学『研究論叢』
第２６号第１号、２００１年１２月）を基に作成した。
新史料奥平壱岐「適薩俗記」と薩州商社３ －１９５－
